
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

去
る
２
月
4
日
に
告
示
さ
れ
ま
し

た
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民

皆
さ
ま
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
、
ご

支
持
を
い
た
だ
き
、
無
投
票
で
当
選

を
果
た
し
、引
き
続
き
町
長
と
し
て
、

川
俣
町
の
町
政
運
営
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
し
て
か
ら
の
4
年
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

震
災
か
ら
の
復
興
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、

子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実
、

観
光
資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興
や

町
内
経
済
の
活
性
化
や
移
住
・
定
住

者
推
進
事
業
を
最
優
先
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
社
会

構
造
の
変
化
や
今
も
な
お
続
く
復

興
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
や
地
方
創
生
の

取
組
な
ど
、
日
々
、
変
化
し
続
け
る

課
題
に
対
応
で
き
る
持
続
可
能
な
ま

ち
を
目
指
し
、
令
和
5
年
に
12
年
間

の
町
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
「
第
６

次
川
俣
町
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
将
来
像
を
「
み
ん
な
の
笑
顔

と
若
い
活
力
に
あ
ふ
れ 

自
然
豊
か
な 

歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
」
と
掲
げ
、

先
人
達
が
築
い
て
き
た
歴
史
や
文
化
、

そ
し
て
豊
か
な
自
然
な
ど
の
地
域
資

源
を
十
分
に
活
用
し
、
活
力
あ
ふ
れ
、

笑
顔
で
元
気
に
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

2
期
目
と
な
る
今
回
は
、
今
ま
で

第
２
章 

始
動

藤原一二町政

の
「
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
元
気

で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
大
き
く
５
つ
の
取
組
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
女
性
活
躍
の
観
点
の
も
と
「
移
住
・

定
住
」
に
注
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
若
年
女
性
が
県
外
へ
転
出

し
て
い
る
要
因
と
し
て
「
子
育
て
環

境
」
や
「
働
き
や
す
い
職
場
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１

期
目
で
は
、
移
住
・
定
住
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
所
や
か
わ
ま
た
認
定

こ
ど
も
園
の
開
園
、
保
育
料
の
完
全

無
償
化
や
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
の
移
住
・
定
住
と
子
育
て
支
援

策
の
充
実
を
目
指
し
て
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
期
目
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
移
住
・
定
住
支
援
を
よ

り
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
施
策
に
「
女

性
活
躍
」
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
職

場
づ
く
り
や
子
育
て
環
境
の
充

実
に
取
り
組
み
、
若
者
の
流
出

に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
、
移

住
者
獲
得
に
も
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

人
間
関
係
が
希
薄
な
現
代
社

会
の
中
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
あ
り
、
優
し
さ
が
あ
り
、
何
か
あ
っ

た
と
き
は
必
ず
助
け
て
く
れ
る
安
心

感
の
あ
る
町
、
そ
れ
が
川
俣
町
で
す
。

「
住
ん
で
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
創
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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つのまちづくり藤原町長が目指す

安全 ・安心なまち

　自然災害から町民の命と健康を守るため

防災 ・減災対策に取り組みます。

　「暮らしやすいまち」 をより PR するため、

国が整備している助成や補助金以外の、 川

俣町として独自の支援を行っていきます。

　川俣町に魅力を感じて暮らし続けられるよ

う、 地場産業の活力を高め雇用機会の創出

を図ります。

　運動する機会に恵まれて健康寿命を延ば

せるまち、 医療 ・ 介護が充実して安心して

年をとれるまちをつくります。

　子育て支援を充実させるとともに安心して

こどもを育てられる環境づくりや特色ある質

の高い教育に取り組みます。

〇防災 ・減災の対策

〇高齢者福祉の充実

〇事業継承相談窓口の開設

〇商工業の推進

〇農林業の振興

〇観光交流の推進

・災害時における迅速な情報伝達と避難誘導の実施

・自主防災組織づくりと防災訓練の実施

・防災施設の整備

　 ・ 地域おこし協力隊の募集

　 ・ 定住者のための住宅地の整備

　 ・ 川俣町の魅力 PR

・ 一人暮らし高齢者への支援の充実

・デマンドタクシー利便性の向上

・高齢者の知恵 ・知識 ・技術を活用した事業の推進

・既存産業の経営基盤の強化

・ふるさと納税返礼品開発

・新規就農者の支援

・就農希望者への遊休地活用

・森林環境整備の推進

・自然 ・歴史 ・文化など地域資源を生かした観光振興

・閉校校舎活用した体験型観光施設づくり

・ 観光交流専門員の配置

・子育て世代への支援

・ こどもが気軽に集える居場所 ・遊び場づくり

・ こども家庭センターの充実

・地域の自然、 歴史 ・文化、 産業などのふるさと教育

・国際交流と英語教育の充実と英語検定料の助成

・川俣高校生の全国募集と魅力向上

こども園−小中学校−高校までの競技人口増加を目的

に 「フェンシングのまち川俣」 を目指します。

〇子育て支援の充実

〇教育の充実

〇フェンシングでまちおこし

移住 ・定住

活力ある産業

子育て支援 ・教育の充実

みんなの生きがいづくり

かわまた 2025-45




